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要旨 
2020 年 10 ⽉に掲げられた 2050 年の「カーボンニュートラル」⽬標を受け，それを達成する道筋を描くための

モデル分析が複数の研究者によって⾏われている．ただし現状ではこれらのモデル分析結果は⼤きく異なった姿
を⽰しており，その相違はモデル分析⼿法の他に，各電源のコスト等さまざまな前提条件によるものと考えられ
る．本稿では線形計画法による技術選択モデル（IEEJ-NE モデル）を⽤い，変動性再⽣可能エネルギー（VRE）やリ
チウムイオン電池のコスト，電気⾃動⾞の普及想定等の前提条件を変えることにより，2050 年にエネルギー起源
⼆酸化炭素排出量を正味でゼロにする条件下での最適なエネルギーミックスがどのように変化するかを分析し
た．その結果として，最適な電源構成は VRE のコストに強く依存する⼀⽅で，蓄電池のコストや電気⾃動⾞
（⾃動⾞と電⼒系統との相互作⽤，いわゆる VtoG を含む）の想定による影響は⽐較的⼩さいことが⽰された．
また，ここで検討した全てのケースにおいて，原⼦⼒発電の建設単価について極端に⾼い想定を置かない限り，
モデル計算上，原⼦⼒発電の利⽤（新設含む）は経済合理性をもつことが⽰された．本稿で⾏った計算は今後の
脱炭素化の状況下においても「最適なエネルギーミックス」を追求することの重要性を改めて⽰しており，それ
を達成するために重要となる技術を特定することが今後のエネルギー政策にとって重要であると考えることがで
きる． 
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